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 一
 
『源氏物語』梅枝巻の唐物
 
 
『源氏物語』が成立した一条朝は、鎖国のような時代と思われが
ちであるが、じつは遣唐使の時代以上に異国からの舶載品、いわゆる唐物の輸入 増大した時期であった。和風化したといわれる貴族生活は意外なほど舶載品で満たされており、むしろ 風文化は、唐物を消費するなかで生まれた都市文化 とさえいえるのである。
 
そもそも唐物とは狭義の意味では、中国からの外来品、もしくは
中国を経由した外来品を指す言葉であるが、本稿では渤海国をはじめ他の からの外来品も含めて、広い意味で用いていく。また、唐物の対象は、香料・ガラス・紙・陶器・布・毛皮・文具・調度・書籍・薬・茶・楽器・珍獣など幅広いのであるが、ここ 香料を中心に見ていくことにする。具体的には『源氏物語』と『うつほ物語』の香料や薫物の扱いの差異から、両作品をめぐる唐物の文化史について、いくつかの考察をめぐらしていきたい。
 
＊
 
手はじめに『源氏物語』の梅枝という巻から見ていきたい。この
巻は、三十九歳の光源氏が明石姫君の裳着（成女式）の準備のために、大宰府の大弐から献上された香料
や綾・羅を検分するという場
面からはじまっている。光源氏は、愛娘の裳着のための薫物や調度を整えようというのであ
 
 
正月のつごもりなれば、公私のどやかなるころほひに、薫物
合はせたまふ。大弐の奉れる香
ども御覧ずるに、なほいにしへ
のには劣りてやあらむと思して、二条院の御倉開けさせたまひて、唐の物ども
取り渡させたまひて、御覧じくらぶるに、 「錦、
綾なども、なほ古き物こそなつかしうこまやかにはありけれ」とて、近き御しつらひのものの覆、敷物、褥などの端どもに、故院の御世のはじめ 方、高麗人 奉れりける綾、緋金錦など
、今の世の物に似ず、なほさまざま御覧じ当てつつせさせ
たまひて、こ たび 綾、羅などは人々に賜はす。香どもは、昔今の取り並べさせ まひて 御方々に配りたてまつらせたまふ
。
 
（梅枝③四〇三
１
）
 
 薫物の原料となる香料は、沈香・丁
子・薫陸・白檀・麝香をはじ
めとして、当時すべて海彼からの輸入に頼らねばならなかった。職務上、唐物交易に深く関わる大宰大弐が、時の権力者で太政大臣である光源氏に、唐物を献上し いるのは謂れのあることであった。
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しかし、 光源氏は大宰大弐の献上品に飽きたらず、 二条院の倉にあった唐物をとり寄せる。それは「故院の御世のはじめつ方、高麗
こま
人うど
の
奉れりける綾、緋金錦どもなど」という由緒来歴のある品々であった。
 
ここでの「高麗人」とは、端的にいってしまえば、桐壺巻で七歳
の光源氏の人相を観て、不思議な予言をした高麗 相人のことでる。高麗人というと、朝鮮半島にあった高麗
こうらい
国を連想するが、じつ
は一昔前 渤海国 使節の一員をさしている。高麗の相人は光源氏の並外れた才質を見抜き、桐壺巻で素晴らし 舶来品を贈った であり、それが二条院の倉に蓄えられていたので る。渤海国使の最後の来朝は、醍醐朝の延喜一九年（九一九）のことであ ので、史実と照らし合わせば、高麗人からの献上品という物語の設定は一条朝よりかなり昔の舶載品ということになる。
 
つまり、この場面で光源氏はいにしえの渤海国使との交流の結果
である舶載品と、その後 大宰府による唐物交易という、二つの交易ルートからの唐物を所有していると語られているわけである
２
。
 
さらに、 この場面では光源氏が唐物を占有するばかりでなく、 人々
に惜しげもなく贈り、またその加工品を回収す ことで、人々 の交流がはかられている。大弐から得た綾・羅といっ 衣料は 仕える女房たちへの贈与品とな 大宰大弐 香と二条院の倉 古渡りの香料は、朝顔の姫君をはじめ、六条院に住まう紫 上・花散里・明石 君へ配られた である。それぞれが薫物を作り、またそ が
光源氏の許に回収されることで、人々との風流な交流の手段となっていることがわかる。
 
光源氏は、人と人とをつなぐ贈与財としての唐物の効果を最大限
にいかし、人的なネットワークの再構築をはかっているともいえよう。興味深いのは、こうした光源氏のあり方が、天皇の「唐物御覧」と分配になぞらえられ という皆川雅樹氏の説
３
 である。 「唐物御
覧」 は、乗組員の名 唐物の種類・数量などを記した文書、渡海許可書と献上品の唐物を天皇が見る儀式で、献上品は唐船の商 たちが天皇の徳を慕って来日した証と考えられていたので る。天皇は唐物御覧の後、 をさらに臣下に分配することで、唐物はさらに貴族層に広まっていった
４
。
 
大宰大弐から唐物の献上を受ける光源氏は摂関家的な存在ともい
えるが、唐物の検分と贈与という行為は、臣下と うより天皇の行為に近いものがある。つまり、唐物の所有が天皇と摂関家に二重化された時代を 映し出していると思われるのである。
 
さて、光源氏は唐物の香料を人々に分配したが、女君たちから回
収した薫物はどのような評価を得たのか。二月の十日過ぎ、折 も盛りの紅梅が雨に洗われ、色香をま 頃に、前斎院である朝顔姫君から優美な趣向で、薫物（黒方・梅花）と消息が送りとどけられる。
 
 
沈の箱に、瑠璃の坏二つ据ゑて、大きにまろがしつつ入れた
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まへり。心葉、紺瑠璃には五葉の枝、白きには梅を彫りて、同じくひき結びたる糸のさまもなよびかになまめかしう
ぞしたま
へる。 「艶なるものかは」と御目とどめたまへる 、
 
 
（梅枝③四〇六）
 
 
舶来の沈香で作られた箱の中の香壺には、やはり唐物である得が
たい輸入品である青色と白色の目のさめるような瑠璃、すなわちガラスの坏が据えられていた。当時、瑠璃の容器はすべて舶載品であり、唐物 香料をふんだんに贈った光源氏 期待に応えて、朝顔の姫君もまた唐物を惜しまぬ趣向で、薫物を届けた である。そこではガラス器の蓋となった心葉の糸の趣向が「なよびかになまめかしうぞしたまへる」と評されている。さら 心葉にとどまらず、朝顔のこらした趣向全般が来あわせ 光源氏の異母弟の蛍兵部卿宮の目を奪い、 「艶なるもの さまかな」と唸 せる。薫物の容器は、瑠璃という最高級の唐物を素材としながら、和の優美な趣向を加味したものであり、その調和が賛美されているのである。
 
さらに、朝顔から送り届けられた薫物をきっかけに、光源氏は蛍
宮を判者として、届けられた薫 焚き比べることを思いつくある。すでに紫 上からは黒方香と梅花香と侍従香、花散里か は荷葉、明石の君からは薫衣香が届けられていた。
 
光源氏も「承和の御いましめの二つの方」 （梅枝③四〇四） 、仁明
天皇が考案した調合法 黒方 侍従を調香しており、六条院の遣り
水近くに埋めておいたので、それらをすべて取り寄せ、蛍宮の前で焚くのである。そこで判定者となった蛍兵部卿宮はそれぞれの腐心の薫物に次のような評価を与えている。
 
 
さらにいづれともなき中に、斎院（朝顔）の御黒方、さいへ
ども、心にくく静やかなる匂ひ
ことなり。侍従は、大臣（源氏）
の御は、 すぐれてなまめかしうなつかしき香
なりと定めたまふ。
対の上（紫の上）の御は、三種あ 中に、梅花はなやかにいまめかしう
、すこしはやき心しらひを添へて、めづらしき薫り加
はれり。 「このごろの風 たぐへんには、さらにこれにまさる匂ひあらじ」とめでたまふ。夏 方（花散里）には 人びとの、かう心々に挑みたまふなる中に、数々にも立ち出でずやと、煙をさへ思 消えたまへる御心にて、ただ荷葉を一種合はせたまへり。 ま変はりしめやかなる香し あは つかし
。冬
の御方（明石の君）にも、時々によれ 匂ひの定まれるに消たれむもあいなしと思して、薫衣香の方 すぐれたる 、前の朱雀院のをうつさせたまひて、公忠朝臣 、 とに選び仕う つれりし百歩の方など思ひえて、世 似ずなまめかしさをとり集めたる
、心おきてすぐれたりと、いづれをも無徳ならず定めた
まふを、 「心ぎたなき判者 めり」と聞こ ふ。
 
 
（梅枝③四〇九）
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蛍宮は、 どれと比べられない中でも、 黒方は朝顔、 侍従は光源氏、
梅花は紫の上が素晴らしいと、それぞれ三人の顔を立てるような判定を下している。しかも、紫の上の梅花のように、当世風で華やかというものもあるが、 黒方は 「心にくく静やかなる匂ひ」 、 侍従は 「すぐれてなまめか うなつか き香」とあり、 〈唐〉よりも〈和〉の美意識というべき評価を得ている。花散里の荷葉への評価も「あはれになつかし」 、 明石 君の薫衣香についても「世に似ずなまめかしさをとり集めたる、心お てすぐれたり」としたので る。
 
その八方美人的な評価について、光源氏は苦笑しているが、それ
にしても蛍宮の薫物評には 唐物 加工品として目を驚かす贅沢さ、煌びやかさは感じられない。これらの薫物評は、それを調合 た女君たちの人柄をあらわしているとよく指摘されるが 逆 いえば、唐物の加工品である薫物によっても、人柄を表象 こと むしろ重要な ではない 。
 
公（漢）
 
漢詩・漢字（真名） ・唐絵
 
私（和）
 
和歌・仮名
 
 
 
 ・大和絵
 
この時代の公（漢） ・私（和）の使い分け
 については、美術史や
歴史学からもしばしば指摘されるところであるが、ここでの薫物評が、 〈唐〉よりも〈和〉の美意識というべき評価を得て とは注目してよいと考える。
 
 
二
 
『うつほ物語』の薫物・香との比較
 
 
もっとも唐物の加工品である薫物を、唐物の範疇で扱ってよいの
か、ひいては唐（漢）の文化の範疇で扱ってよいのか、という問題もそこにはあるだろう。梅枝巻における薫物を見るかぎりは、和の文化の範疇で捉えた方が妥当であるという判断もありえよう。
 
しかし、そもそも薫物の製法は中国からもたらされ、七世紀の唐
代では、煉香といって日本の薫物の元祖となる練り香が流行した。特に 「薫衣香」 は、 唐直輸入 古い煉香から発達した薫物とされる薫物の元祖が、唐代の煉香であることは、衣服にたきしめる「薫衣香」の調合 ついての、 『薫集類抄』 記述が裏づけ 。そこには、「洛陽薫衣香」 「会昌薫衣 」といった調合方があり、また唐僧の長秀の工夫が示されている。つまり「 衣香」は、唐直輸入の古いタイプの煉香から発達した薫物ということになる。 『薫集類抄』 は、邠王家、長寧公主、丹陽公主、姚家、建医師など渡来の合香の処方も示されている である。
 
 
そして薫物が唐渡りの製法から発達し、奢侈品や威信財であるこ
と、 『源氏物語』に比べて、唐物ひいては唐のイメージを持続させいるのが、 『うつほ物語』 世界といえるだろう 以下 うつほ物語』で薫物・香が語られた場面をいくつか見ておこう。
 
 
①かくて種松調ぜさするほど、贈り物に、一ところに、白銀の
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旅籠一掛、山の心ばへ組み据ゑて、それに唐綾、薄物など入れて、白銀の馬に沈 結鞍置きて、白銀の男に引かせたり。沈の檜破子一掛、合はせ薫物
、沈を、同じやうに沈の男に引かせ、
丁子の薫衣香
、麝香などを、破子の籠ごとには入れ、薬、香な
どを飯などのさまにて入れて、沈の男に担はせたり。蘇枋の簏一掛、色々の唐 組を籠目にしたり。
 
 
（吹上上①四一二―四一三）
 
 
②御供の人、品々装束きて、日の暮るるを待ちたまふほどに、仲忠の中将 御もとより、蒔絵の置口の箱四つ 、沈の挿櫛よりはじめて、よろづに、梳櫛の具、御髪上げの御調度 よき御仮髻、蔽髪、釵子、元結 衿櫛よりはじめ ありがたく 御鏡、畳紙 歯黒 よりはじめて一具、薫物 箱、白銀 箱唐の合はせ薫物
入れて、沈の御膳に白銀の箸、火取、匙、沈の
灰入れて、黒方
を薫物の炭のやうにして、白銀の炭取りの小さ
きに入れなどして、
 
（あて宮②一一八）
 
 
①の例は吹上上巻で、紀州の長者である神奈備種松が、訪れてい
た仲忠一行が帰京する際に豪華な贈り物をするという条である。そこでは過剰なまでに、唐物をふくめた がなされているが、香すなわち香料や薫物を様々な趣向で贈っているのであ 。 また 「薬、香」とあり、 の薬効も意識して、上代のように香と薬を一対のも
のとして語っている。洲浜のような趣向で、合わせ薫物を加工し、島の形に 浮かべたとあるのも注目される。いずれにしても種松の並外れた財力を象徴するものとして、香や薫物やそのほかの唐物が存在している。
 
続いて②の例は、あて宮入内に際しての仲忠の豪華な贈り物の条
である。香箱には「唐の合はせ薫物入れて」 あるので、唐から直輸入の薫物、もしく それとまったく同じ調合法で作られた薫物ということになり 唐のイメージが強い例といえる。また続いて「黒方を薫物の炭 やうにして、 白銀 炭取りの小さきに入れなどして」とあるので、 「唐の合はせ薫物」と和製の「黒方」が対比的に描きわけられた興味深い例 なろ 。
 
 
③かくて六日になりぬ。女御、麝香ども多くくじり集めさせたまひて、裛衣、丁子、鉄臼に入れて掲かせたまふ。練衣を綿入れて、袋に縫はせたまひつつ、一袋づつ入れて、間ごとに御簾に添え 懸けさせたまひて、大きなる白銀の狛犬四つに、腹同じ火取据ゑて、香の合はせの薫物
絶えず焚きて、御帳の隅々
に据ゑたり。廂のわたりに 、大いなる火取によきほどに埋みて、よき沈、合はせ薫物
多くくべて、籠覆ひつつ、あまた据ゑ
わたしたり。御帳の帷子、壁代などは よき移しども 入れ染めたれば、そのおとど あたりは、よそにても と香ばし
。ま
してうちにはさらにもいはず。しるしば りうちほのめく蒜の
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香などは、ことにもあらず。
 
（蔵開上②三四九）
 
④右大将殿、大いなる海形をして、蓬莱の山の下の亀の腹には、香ぐはしき裛衣を入れたり。山には、黒方、侍従、薫衣香、合はせ薫物
どもを土にて、小鳥、玉の枝並み立ちたり。海の面に、
色黒き鶴四つ、みなしとどに濡れて連なり、色はいと黒、白きも六つ。大きさ例の鶴のほどにて、白銀を腹ふくらに鋳させたり。それには、麝香、よろづのありがたき薬、一腹づつ入れたり。 （中略）御火取召して、山 土所々試みさせたまへば さらに類なき香す
。鶴の香も似るものなし。 （中略） 「あやしく、こ
の物どもの心地ある香、異物に似ざらむ」 。宰相の中将 「 る人の忍びて申ししは、いとありがたき所より、治部卿の御唐物得られたり
と、とこそ申ししか」 。（国譲中③一五六―一六〇）
 
 
また③の例は、女一の宮が犬宮を出産後、七日目の産養の前に、
女一の宮の母女御が香や薫物を盛大に焚くという場面である。女御は、麝香・裛衣・丁子など鉄臼に入れて細か 砕き、それを練絹に入れて 匂い袋にして、一間ごとの御簾にかけた。さらに御帳台の四隅で薫物を、廂 間で沈香や薫物を盛大に焚いたのである。 こには、女一の宮に養生のために食べさせた蒜（ んにく）の香りをかくすという母親らしい心配りもあった。 『うつほ物語』では、蔵開上巻以前は、香や薫物は贈り物や贈り物に取り合わせる細工物とし
て語られることがほとんどであるが、この辺りから仲忠一族周辺で焚かれる例が出てくるのである。
 
続いて④は、あて宮腹の第三皇子の九日の産養の折、仲忠から贈
られた洲浜を大宮 見る いう場面で、 洲浜の山の土には、 黒方・侍従・その他の薫物の粉が使われていた。 それを後で焚いたところ、類まれな香がしたが、それは仲忠が祖父の治部卿 すなわち俊蔭がもたらした唐物で調合した薫物であったからだと種明かしがされている。
 
このように『うつほ物語』の薫物や香の世界をたどりみると、贈
り物として使われる場面（①②④）が多く、入内や産養など晴の儀式で、 上代のように薬と一対のものと て香が意識された例 （①④） 、洲浜などで薫物の粉を土や灰に見立てて山や島を作ったりと、祝儀物の細工（①④）のために使われること 多いのであ 。また『うつほ 語』の後半 は、仲忠一族周辺で焚か る（③）ほか、焚かれた例は少なく、薫物と季節 結びつきもなく、 『源氏物語』のように由緒ある誰それの調合法 語る例もみえない。 から作られたイメージが強く、贈り主 財力を示し、めで の、 ば きもの、類のないものとして語られる傾向にあるの あ 。より優 ていると語られる薫物は、唐から直輸入か同じ調合法 作 れ 薫（②） 、 あるいは遣唐使 なった祖父の俊蔭がもたらし 香で調合した薫物（④）なのであ 。
 
つまり『うつほ物語』の香や薫物は、豪華な贈答用の品であり、
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唐のイメージを持続させながら語られることが多いのに対して、 『源氏物語』では唐物の加工品である薫物から「なつかし」といった美意識を引き出すような、より和漢を融合した位相がみられるても過言ではない。そのことを明らかにするために、 『源氏物語』の鈴虫巻、 女三の宮 持仏開眼供養での薫物の扱いに注目してみよう。
 
 
名香には唐の百歩の衣香
を焚きたまへり。阿弥陀仏、脇士の
菩薩、おのおの白檀して造りたてまつりたる、こまかにうつくしげなり。閼伽の具は、例のきはやかに小さくて、青き、白き、紫の蓮をととのへて、荷葉の方を合はせたる名香
、蜜をかくし
ほほろげて焚き匂はしたる、ひとつかを 匂ひあひていとなつかし
。
 
（鈴虫④三七三）
 
 
この場面では、供香には唐物がまとわりつく女三の宮にふさわし
く、唐の調合法により百歩先まで匂うようにした薫衣香 焚 、格調の高さを演出している。一方、荷葉はこの場面が夏の季節 あること、献花である蓮の花の縁からも似つかわしく、しかも蜜を少なくして、よく匂うように工夫されたものであった。そして唐の香に和製の荷葉香という、 二つの薫物を焚き合わせて、 「いとなつかし」 という美意識をかもし出しているのである
５
。 薫物の中でも 「唐」
のイメージが強いものと、 「和」のイメージが強いものとを組み合わせて、香りを複合させる和漢融和の美学と え うか。
 
三
 
和漢のはざまで
 
 
「唐」 （漢）の素材を取り込みながら、和漢のより融合した文化が
再創造される様相は、梅枝巻では続いて光源氏が明石の姫君の入内用の書の手本を作る場面にも見てとれる。光源氏は周囲の人々に、姫君のため 書道の手本を依頼するが、自身でも寝殿にこもって見事な手本を作成するのであ 。それは、
 
 
唐の紙
のいとすくみたるに、草書きたまへる、すぐれてめで
たしと見たまふに、 高麗の紙
の、 膚こまかに和うなつかしきが、
色などははなやかならで、なまめきたるに、おほどかなる女手の、うるは う心とどめて書きた へる、たとふべき方なし。見たまふ人の涙さへ水茎に流れそふ心地して 飽く世あるまじきに、またここ 紙屋の色紙
の色あひはなやかなるに、乱れた
る草の歌を、筆にまかせて乱れ書きたまへる、見どころ限りなし。
 
（梅枝③四一九―四二〇）
 
 
というもので、そばから見た蛍宮も息をのみ、感動の涙 禁じえないほどの出来ばえであった。
 
唐の紙とは、広くいえば中国から舶載された紙すべてを指すが、
狭義の意味では、北宋から輸入された紋唐紙とか、具引雲母刷紙とよばれる鮮やかな色彩と雲母刷りを特徴とする を指す。おもに竹
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を原料とした紙の表面に胡粉を塗り、さらに唐草や亀甲などの文様を刻んだ版木を用いて、雲母で型文様を摺り出した美しい紙のことである。
 
光源氏の手本では、この唐の紙が料紙の中でも最も格調の高いも
のとされ、そこに草仮名（一説には草書）を書いたものが「めでたし」というの 和製のこの手本の中でも、この部分が唐らしい美意識を担っているとみることもできる。
 
それに比べて、色合いの地味な高麗の紙は、きめ細かく、より女
性的で、女手（平仮名）に調和する紙とされてい さらに 朝廷の紙工場 ある紙屋院でつくられた華やかな薄手の色紙は、和歌を草仮名で奔放に散らし書きするの ふさわしい る。地厚で格調の高い「唐土」の紙、薄手で色彩 華やかな「和」の紙屋 中間に、柔らかで色彩の地味な「高麗」の紙が位置して る。光源氏は、その三種の料紙に似つかわしい 体を組み合わせて、バランスよく手本を作成して るのである。そこに唐・高麗・和 いう料紙の文化的ジェンダーと、それ マッチした書体 配合がうかがわれるのである。
 
すなわち梅枝巻の草子作りでは、唐・高麗・和の紙と書体の配合
のひねりに、和漢を融和させつつ、新しい美学の調度用の手本を作ろうとする光源氏の心意気が感じられる。前に触れた
 
 
公（漢）
 
漢詩・漢字（真名） ・唐絵
 
私（和）
 
和歌・仮名
 
 
 
 ・大和絵
 
 の図式でいえば、和と漢のモードの間に、融通無碍に新しい文化的営為を試みて く光源氏のあり方といってもよいのである
６
。
 
 
以上のように梅枝巻の光源氏に、和漢の文化に通じ、それを融和
させていくあり方を見てきたが、こうした光源氏像は 後 時代どのように継承されているだろうか。
 
 
室町期の歴史を専門とする橋本雄氏によれば 通史的にいって権
力者の高級調度品は唐物一辺倒でも和物一辺倒でもなく、唐物と和物の絶妙な組み合わ であったらし
７
。和漢を問わず、新しい文
化の統轄者・総覧者たらんとした権力者たちの指向は、足利義満や平清盛が当時から「光源氏」に擬せられてい ように 『源氏物語』の世界と響き合うという。たしか 、清盛が作らせた平家納経や、義満が作らせた北山第の室礼は、まさしく唐物と和物を融合させたもの以外 何ものでもなく、その点で彼らは光源氏 継承者ともいいうる。
 
とくに足利義満は、後小松天皇の准父としてふるまい、院をも超
える権威をおびて、光源氏さながら 実人生を送っている。義満自身、光源氏の絵合の催しを模倣し、六条院を思わせる北山殿を建てている。そして後小松天皇の北山殿行幸において、紅葉賀巻の再来を印象づける壮麗な青海波 舞をおこなう
８
 など、 『源氏物語』を強
く意識し、その華麗な世界の再現を ばしば試みたのであった
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北山殿行幸における室礼では、天鏡閣の会所に本場の中国でさえ
滅多にないような珍品の唐物を所せましと並べてみせる一方、寝殿や常御所 は和物が飾られて、まさに六条院を模した北山殿の内部に和と漢の両空間を作り出し、それを統括する存在と 足利将軍の文化的優位性を際立たせたのであった。まさしく光源氏は和漢を自在に融和させ使いこなす「文化的覇者」のモデルであり、後代の権力者たちはみずから光源氏たることをめざし ともいえ だろう。
 
 四
 
いわゆる尚古趣味について
 
 
最後に唐物の文化史を通史的に考えるにあたって、梅枝巻の場面
が示唆的と思われる、もう一つの点について補足的に述べておきたい。
 
先にみたように梅枝巻の光源氏は「錦、綾なども、なほ古き物こ
そなつかしうこまやかにはありけれ」 （錦、綾なども、やはり昔の品の方が魅力的で上質であった）と語っていることが注目される。大弐からの献上品より、高麗人 らの贈 物の方がすぐれているとう判断である。 古い唐物の方が品質が確かであるということであり一種の尚古趣味といってもよい。博多に来航す 海商から大宰府の役人が買い取った唐物と、渤海国使の献上品のように いわば外交の一環として贈るべく用意された舶載品では、後者の方 質的にすぐれている いうこともあるかもしれない。
 
しかし、これは『源氏物語』にとどまらず、唐物の歴史全般にお
いて、その時代よりもひとつ前の時代の唐物を好むという傾向を挙げることができる。特に唐の織物については、後の時代でもしばしばこうした認識がみられる。時代物の唐物が好まれたという話は、たとえば室町時代にも 足利十代将軍である義殖は、明応元年（一四九三）に遣明船を派遣する際、唐錦を求めるのならば最近の品ではなく、端切れで いいから、昔の 探してほしいとリクエストしている（ 『蔭涼軒目録』 ） 。これも一種の尚古趣味といってよいが、古い品の方が品質が確かであるということであろうか。
 
 
尚古趣味は平安時代から江戸時代まで幅広くみられるが、古渡り
の唐物、ある は今渡りの唐物でも年代物が好まれるという尚古趣味がなぜ起こるのか。答えを簡単に述べることは難しいが、とりあえず古い物の方が品質が確かであるとか、稀少で骨董品のような価値があると う側面 大きいのではないか。しかし ま 別 見方もつけ加 ことができよう。それは、古 物の方がより日本的な美意識や規範意識にかなっている、という観点である。
 
 
たとえば足利義満をはじめ足利将軍家で、徽宗皇帝や牧谿・梁楷
など宋の絵画が好まれ、東山御物となった 室町幕府において、同時代の明やその前の元でもなく、一昔前の宋で しかも徽宗はともかく、牧谿・梁楷という本国ではそれほど評価を得ていない絵画がもてはやされたのである。そこに和の文化からみた漢 文化の選択
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的な受容があった。
 
 
総じて室町時代は、同時代の明より一昔前の宋の唐物が好まれた
が、それはこの時代に限ったことともいえない。時代を遡れば平安後期でも同時代の宋より、ともすれば唐の文物に理想をみるし、また下って江戸時代には、清より明の文物が好まれる傾向があった。そこには、遊牧民族が統治する元・清に対して、唐・宋・明など漢民族の王朝よりは蔑視するという、いわゆる華夷思想 問題もひそんでいる かもしれない。
 
 
もっとも「古渡り」 「時代渡り」 「昔渡り」といった古い舶来品を
好む尚古趣味が、 唐物の文化史の べてを覆っているわけではない。「新渡り」とか「今渡り」とよばれる新しい唐物であっても、稀少で良質で、また美意識にマッチすれ 、十分に歓迎される余地 ある。ただ錦綾などの唐織物、座敷飾りや茶道具となる茶碗・花瓶・絵画などに限っていえば、 やはり尚古趣味を否定できないの る。ともあれ、一時代前の王朝 文物を愛好するという傾向は、唐物をふくめて日本文化や思想全般の問題として、さらに掘り下げる必要がある重要なテーマと考える である
９
。
 
 
 
１
 
以下、 『源氏物語』 『うつほ物語』の引用は、新編日本古典文学全集によ
り巻数と頁数を示す。
 
２
 『源氏物語 東アジア世界』
(ＮＨＫブックス、二〇〇七
) 
３
 
皆川雅樹「九～十一世紀の対外交易と「唐物」贈与」 （ 『日本古代王権と
唐物交易』吉川弘文館、二〇一四・二）
 
４
 
たとえば長和
ちょうわ
元年（一〇一二）九月に
、
宋船の来航が藤原道長に伝えら
れ、それを三条天皇に奏上している。長和二年（一〇一三）二月には三条天皇主催の「唐物御覧」があり、宋商の周文裔
しゅうぶんえい
から大宰府経由で献上さ
れた唐物を道長は一緒に見て、その裾分けにあずかっている。道長には、錦、綾、紺青 して丁子、麝香、甘松など 香料が分与された。この時の唐物御覧では、道長の他にも 太后宮彰子、中宮妍子、皇后威子、東宮の敦成親王に が贈ら ている。
 
長和四年 （一〇一五） 二月に 、 同じく周文裔が珍獣 孔雀と鵞を献上し三条天皇の唐物御覧の後、道長に下賜されている。道長は土御門邸で飼育し、卵が十一個産まれたものの 百日を過ぎても孵化せず と った苦労話もあったようである。
 
唐物御覧は一 時代にもあり 寛弘三年（ 〇〇六）十月、曾そう
令れい
文ぶん
からの献上品を一条天皇が見る儀式が行われた。さらに後日、道長
は曾令文から、蘇木と茶碗、そして『五臣注文選』
(文選の注釈書
)や『白
氏文集』を贈られている。
 
５
 『光源氏が愛した王朝ブランド品』 （角川選書、二〇〇八）
 
６
 「唐物をめぐる文化史―『源氏物語』の和漢の位相―」 『文学・語学』２０４号
(二〇一二・十一）
 
７
 
橋本雄『中華幻想
 
唐物と外交の室町時代史』 （勉誠出版、二〇一一）
 
８
 
松岡心平・小川剛生編『ＺＥＡＭＩ
 
中世の芸術と文化４
 足利義満の時
代』 （森話社、二〇〇七） 、三田村雅子『記憶の中 源氏 語』 （新潮社二〇〇八）
 
９
 『唐物の文化史』 （岩波新書、二〇一四・三）
 
